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　地層処分技術にかかわる「知識」は、データベース、
文献、ソフトウェアなどの「形式知」から、専門家の頭
の中に蓄えられている経験、ノウハウなどの「暗黙知」
まで、多岐にわたります。また、関連する知識は数１０年
以上にわたる処分事業期間中に増加し続けます。安全性
の説明が信頼に足ることを継続的に示していくために
は、これらの知識を総動員することが必要ですが、単に
多量の情報の中から個別の知識を利用するだけでなく、
安全性の説明の枠組みの中で、知識を位置づけ、関係者
間で共有するための新たなプラットフォームを構築する
ことが必要です。このような地層処分技術の鍵となる知
識を適切に管理することを目的に､知識マネジメントシ
ステムの開発を進めています。これは、既存の検索ツー
ルなどで対応できるものではなく、最新の情報技術及び
知識工学的な方法論などを最大限に活用する必要のある
チャレンジングな仕事です。
　図２-３に、知識マネジメントシステムの全体像を示し
ます。本システムの主要な要素は知識ベースとマネジメ
ント機能です。知識ベースでは、研究開発で得られた
データ、ソフトウェア、情報、知見を構造化するととも

に、専門家の暗黙知に依存する部分をできるだけ引き出
してエキスパートシステムなどの形で組み込んでいきま
す。マネジメント機能としては、知識ベースに格納され
ている知識が、安全性の説明という観点からどのように
利用されるのかを透明性をもって示すための論証支援機
能（「地層処分は長期的に安全である」という主張に関
する説明を、主張の根拠となる種々の「論証」とある論
証に対して考えうる「反証」との連鎖（討論モデル）で
表現）などが中心となります。
　一方、地層処分事業者や規制機関だけではなく、政治
家や一般の方といった幅広いユーザーにとって使いやす
いシステムにするために、図２-４に示すように、ユー
ザー支援機能を充実させます。すなわち、最新の技術を
最大限活用したパワフルで効率的な検索機能を適用する
とともに、異なる専門分野間での用語の違いなども解釈
して多種多様な知識の中から求める知識を効果的に抽出
する機能（異分野横断解釈支援機能）などを持たせます。
　私たちは､このような知識マネジメントシステムを社
会共有の知的財産とすべく、２０１０年にプロトタイプを公
開する予定です。
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図２-３　地層処分技術に関する知識マネジメン
トシステムの全体像
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図２-４　知識ベースとユーザー支援機能
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